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地域ネットワーク 事例④

こども食堂ネットワークいるま

 立ち上げ時の苦労 

 資金集め・仲間集めの方法

基本
情報

主な
活動
内容
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地域ネットワーク 事例⑤

戸田市こどもの居場所ネットワーク

 立ち上げ時の苦労 

 資金集めの方法 

基本
情報

主な
活動
内容
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地域ネットワーク 事例⑥

越谷こどもサポートネットワーク

 立ち上げ時の苦労 

 資金集めの方法 

基本
情報

主な
活動
内容
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支援企業

支援企業

株式会社はせがわ農園
所在地：行田市
業種・事業内容：農産物の生産販売

株式会社まちづくり川越
所在地：川越市
業種・事業内容：地域活性化事業·観光案内・まちづくり事業

　お米や小麦粉、黒米やもち麦、梨、サイダーな
どを近隣のこども食堂へ寄附しています。
　令和5年6月の突風と降雹により栽培している
梨の一部にキズがつく被害を受け、店頭販売が
困難になりました。そこで、以前イベントで知り
合った熊谷市のこども食堂に引き取ってもらった
のが寄附の始まりです。
キズ梨は毎日収穫したうちの約１割で、約２０日
間続いたため、行田や鴻巣、吉見のこども食堂に
も引き取りに来ていただき、大変助かりました。
　こうした寄附は繁忙期の業務負担を軽減し、経
営改善にもつながりました。また、寄附先からた
くさんのお礼の言葉をいただき大変恐縮です。
　どの農業者にも出荷販売できない作物があり、
それにもコストがかかっています。廃棄するのはもったいないので、農業者にはお近
くのこども食堂に連絡してみることをお勧めしたいです。

　川越市産業観光館（小江戸蔵里）は「蔵里
おやつステーション」という名前でフードバン
ク活動を行っています。
　地元の商店や企業から商品の提供を受け、
それを小江戸蔵里へ集約し、市内のフードパ
ントリー２団体を通じて子育て世帯へ配布する
活動です。
　きっかけは、新型コロナウイルスにより小江
戸蔵里が休館となり、お菓子や商品が賞味期
限を迎え、フードロスが発生してしまったことでした。
　そんな中、コロナ禍で地域に生活にお困りの家庭が多くあることを知り、賞味
期限が迫っているものの、まだ食べることができるお菓子を無駄にすることなく、
同時にこどもたちの支援にも貢献できる仕組みを作りたいと考え、この取り組みが
スタートしました。
　今では44の商店・企業が参加し、地域全体の連帯感が高まっていることを実
感しています。


